
彩 北 た よ り 

 

た
よ
り 

 

    

ハ
ー
ト
ピ
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会 

〇
令
和
６
年
度
年
間
完
歩
賞
・
努
力
賞
の
お
知
ら
せ 

令
和
６
年
度
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
左
記

の
方
々
が
完
歩
賞
・
努
力
賞
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に

10
回
開
催
し
（
10
月
雨
天
中
止
）、
延
べ
860
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
平
野
地
区
の
パ
ス
ポ
ー
ト
登
録
者
は
105
名
（
女

性
70
名
、
男
性
35
名
）
で
す
。 

令
和
７
年
度
も
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
元
気
に
完
歩
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

各
賞
は
４
月
５
日
（
土
）
の
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
観
桜
：
平
野
桜
巡
り
」
の
際
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

❖
完
歩
賞
（
39
名
）
努
力
賞
（
６
名
）  

敬
称
略 

          

氏
名
未
掲
載
者
５
名 

  ❖
努
力
賞
（〇
名
） 

 

〇
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

❖
５
月
ウ
ォ
ー
ク 

「
東
松
山
ぼ
た
ん
園
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）」 

 

と 
 

き 

５
月
２
日
（
金
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

集
合
時
間 

午
前
８
時
30
分 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
西
明
寺
～
東
松

山
ぼ
た
ん
園
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

❖
６
月
ウ
ォ
ー
ク 

「
吉
見
観
音
コ
ー
ス
（
約
８
㎞
）」 

 

と 
 

き 

６
月
18
日
（
水
） 

 
集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
集
合
時
間 

午
前
８
時
30
分 

 

コ 
ー 
ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
吉
見
観
音
～
平 

野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

新
任
の
挨
拶 

〇
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長 

前
川 

年
男 

 
 

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け 

に
て
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ 

ー
の
所
長
に
就
任
い
た
し
ま 

し
た
前
川
年
男
と
申
し
ま
す
。 

私
は
こ
れ
ま
で
、
自
治
会 

活
動
を
通
じ
て
市
民
活
動
の
重
要
性
と
そ
の
力
を
実
感
し
て 

ま
い
り
ま
し
た
。 

市
民
活
動
は
地
域
社
会
の
発
展
と
絆
を
深
め
る
た
め
に
欠 

     

か
せ
な
い
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
利
用

し
や
す
い
場
所
と
し
て
活
用
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る
中
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
力
を
発
揮
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良

い
地
域
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

的
役
割
を
職
員
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

〇
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

主
事 

川
根 

秀ひ

旅い
ろ 

 

こ
の
度
、
平
野
市
民
活
動
セ 

ン
タ
ー
に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。 

川
根
秀
旅
（
か
わ
ね 

ひ
い
ろ
） 

と
申
し
ま
す
。 

一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

転
任
の
挨
拶 

〇
前 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

主
事 

塩
崎 

潤 

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
こ 

ど
も
支
援
課
へ
異
動
と
な
り
ま 

し
た
。 

在
任
中
は
各
自
治
（
町
内
） 

会
、
利
用
団
体
の
皆
様
を
始
め
、
多
く
の
方
々
か
ら 

令
和
七
年
五
月
一
日
発
行 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

第
三
六
六
号
☎
二
五
―
二
二
二
〇 

▼
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
業
務
（
申
請
・
交
付
）
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
）
の
交
付
申
請 

・
戸
籍
謄
本
抄
本
等
の
交
付
申
請 

・
粗
大
ゴ
ミ
の
申
請
等 

東松山市公式 

モバイルサイト 

二次元コード 

努力賞

玉木 伸子 笠原 正明 仲野恵美子 赤川 安子

大畑 恵子 関 恒夫 原 えみ子 新井 範子

大澤 博 瀬島 辰也 久野 洋子 大関由美子

田﨑 勝治 野口 肇 森田 文江 神山 一枝

栁澤 喜春 谷口 文隆 山本美津子 川﨑由美子

玉木 政博 横田トミ子 坂下美代子

坪谷 悟 北村 一子 坂本喜久恵

野村 和範 新井 健 佐藤 祐子

原 一雄 新井 康一 関 睦子

前田 幸一 泉 晴樹 田中 友子

瀧澤 成光 伊藤 保二 谷口 恭子

完歩賞



彩 北 た よ り 

 
ご
支
援
、
ご
助
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
２
年
間
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
っ
て
自
粛
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
会
活

動
等
が
復
活
、
再
始
動
す
る
中
で
、
皆
様
と
多
く
の
繋
が
り

を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
大
変
有
意
義
に
、
そ
し
て
楽
し
く
業

務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

新
任
地
で
は
、
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
得
た
経
験
を

活
か
し
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
後
任
の
川
根
主
事
と
も

ど
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
平
野
地
区
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
度
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
教
室 

 

本
年
度
も
左
記
の
と
お
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
教
室
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
７
月
号
に
お
い
て
募
集
開
始
日
な
ど
、
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

と 

き 

９
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日 

 
 

 
 
 

10
月
２
日
・
９
日
・
16
日
（
全
７
回
） 

時 

間 

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分 

と
こ
ろ 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

対 

象 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

定 

員 

24
名
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
） 

 

持
ち
物 

ボ
ー
ル
ペ
ン(

黒)

、
ノ
ー
ト
又
は
コ
ピ
ー
用
紙 

問
合
せ 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

電
話
25-

２
２
２
０ 

花
い
っ
ぱ
い
活
動
に
つ
い
て 

〇
ハ
ー
フ
苗
の
配
付
に
つ
い
て 

 

５
月
14
日
（
水
）
春
の
ハ
ー
フ
苗
を
各
自
治
会
へ
配
送

す
る
予
定
で
す
。
千
日
紅
、
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム
、
ジ
ニ

ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
等
を
配
送
し
ま
す
。 

 

ハ
ー
フ
苗
の
定
植
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
現
地
審
査
を
７
月

10
日
（
木
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て 

〇
桜
を
特
定
外
来
生
物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

❖
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
ベ

ト
ナ
ム
北
部
な
ど
を
原
産
と
す
る
侵
入
害
虫
で
す
。 

 
 

平
成
30
年
に
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

❖
県
内
で
は
、
平
成
23
年
に
深
谷
市
で
捕
獲
、
平
成
25

年
に
草
加
市
、
八
潮
市
で
県
内
初
被
害
が
確
認
、
県
東

部
、
県
北
部
に
被
害
の
拡
大
、
令
和
３
年
に
東
松
山
市

に
被
害
が
発
生
し
令
和
５
年
度
ま
で
に
被
害
が
報
告
さ

れ
た
市
町
村
は
延
べ
37
市
町
村
と
な
り
年
々
拡
大
拡

散
し
て
い
ま
す
。 

 

❖
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
サ
ク
ラ
、
モ
モ
、
ウ
メ

な
ど
の
樹
木
に
寄
生
し
、
樹
木
を
衰
弱
さ
せ
枯
死
さ
せ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

❖
「
フ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
食
べ
た
木
屑
と
糞
が
混
ざ
っ

た
も
の
を
、
根
元
や
幹
、
枝
に
開
け
た
孔
（
排
糞
孔
）

か
ら
盛
ん
に
噴
出
し
ま
す
。
こ
の
フ
ラ
ス
を
見
つ
け
た

ら
、
樹
体
内
に
幼
虫
が
侵
入
し
、
生
存
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。 

❖
幼
虫
か
ら
蛹
そ
し
て
成
虫
の
発
生
時
期
は
６
月
上
旬
か 

ら
８
月
頃
ま
で
で
す
。 

 

❖
特
定
外
来
生
物
の
生
き
た
ま
ま
の
移
動
は
法
律
で
禁
じ 

 
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
。 

 

❖
市
役
所
で
は
、
10
匹
500
円
分
の
商
品
券
を
交
付
す
る

駆
除
奨
励
品
交
付
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

❖
申
請
期
間
な
ど
の
詳
細
・
注
意
事
項
を
市
役
所
環
境
政

策
課
又
は
東
松
山
市
公
式
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
で
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

              

平
野
句
会
４
月
例
会
作
品 

・
リ
ラ
冷
え
や
あ
ち
こ
ち
軋
む
音
の
し
て 

 

講
師
詠 

岩
渓 

し
げ 

・
花
影
に
乙
女
ら
つ
ど
い
別
れ
行
く 

 

小
島 

智
行 

・
苺
摘
み
児
ら
の
歓
声
ほ
ほ
え
ま
し 

 

小
島 

勉 

・
月
始
め
三
分
咲
き
な
る
八
重
桜 

 
 

柿
田 

和
子 

・
糸
電
話
小
さ
く
響
く
百
千
鳥 

 
 
 

大
澤 

和
子 

・
駆
け
登
る
ロ
ー
フ
ァ
ー
光
る
春
の
駅 

阿
部
ハ
ツ
ヱ 

・
形
身
着
け
ラ
ジ
オ
体
操
青
き
踏
む 

 

鈴
木
三
枝
子 

クビアカツヤカミキリ 


